
北海道室蘭東翔高等学校 「いじめ防止基本方針」 

 

 法や国の基本方針、道の条例や基本方針を踏まえ、全ての生徒が自分が必要とされる存在であると感じ、

互いの違いを認め合い、支え合い、安心して学習やその他の活動が出来る学校づくりの取組等、いじめの

未然防止に向けた予防的な生徒指導を推進する。 

 

１ いじめ対策委員会 

（１）構成 教頭、○生徒指導部長、年次生徒指導担当、年次主任、当該担任・部局顧問、教育相談担当、

養護教諭         

（２）役割 ア 未然防止（いじめを許さない環境づくり） 

      イ 早期発見（相談・通報窓口、各種調査の企画・立案・実施） 

   ウ 事案対処（事実確認、対応方針の決定） 

   エ 教職員の対応力の向上（校内研修会等の企画・立案・実施） 

   オ 外部関係機関（警察・児童相談員・スクールカウンセラー等）との連携 

 

２ いじめの未然防止 

（１）教職員の不適切な認識や言動が、生徒を傷つけたり、他の生徒によるいじめを助長したりするこ   

とのないよう、指導の在り方に細心の注意を払います。 

（２）生徒の心の通じ合うコミュニケーション能力を育むとともに、生徒が規律正しい態度で主体的に

参加・活躍できる授業づくりや集団づくりを進めます。 

（３）配慮を必要とする生徒の交友関係等の情報を把握し、入学や進学時の学級編成や学校生活の節目

の指導に適切に反映します。 

（４）家庭や地域と連携し、学校の教育活動全体を通じて、豊かな情操や社会性、規範意識、生徒の人

間関係を形成する力の育成ほか、自己有用感や自己肯定感の向上を図ります。 

（５）生徒が自主的に行う生徒会活動などにおいて、生徒自らがいじめの防止に取り組む活動を推進し

ます。 

 

３ いじめの早期発見 

（１）いじめは大人が気付きにくく判断しにくい形で行われることが多いことを認識し、ささいな兆候 

    であっても、いじめとの関連を常に考慮して、早い段階から複数の教職員で的確に関わりを持ち、

いじめを隠蔽・看過・軽視することなく、いじめを積極的に認知します。 

（２）日頃から生徒とのふれ合いや、生徒と教職員との信頼関係の構築に努め、生徒への定期的なアン 

ケート調査や個人面談、チェックリストの実施等により、生徒がいじめを訴えやすい環境を整え、 

いじめの実態把握に取り組みます。 

 

４ いじめの事案対処 

   いじめの相談・通報を受けたり、いじめと疑われる事案を発見した場合には、特定の教職員が問題 

  を抱え込むことなく、迅速に組織的に対応するため、次のとおり対応します。 

（１）相談・通報を受けたり、いじめが疑われる事案を発見した教職員は、現段階の情報（いつ、どこ 

  で、誰が、どのように等）を記録し、いじめ対策委員会（教頭）に報告する。 

（２）いじめ対策委員会を開催し、事案について共有するとともに、 必要に応じて事情を聴取するなど

した上で、対処案（被害生徒へのケア、加害生徒への指導・支援、保護者対応の内容や担当者等） 

  を検討し、校長に報告する。 

（３）対処案について校長決裁を受けた後、組織的に対応する。 


